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質疑応答の一部を紹介します 第51回
定期大会

  　金融をめぐる環境が大きく変化する
中、生保産業には、お客さまの立場に
立った商品・サービスを提供するため
の一層の取組みが求められています。
　そこで今般、5月27日の単位組合委
員長会議に、金融庁監督局の横尾光輔
保険課長をお招きし、「保険監督行政の
諸課題」をテーマに、「金融行政方針の
主なポイントと今後の方向性」等につ
いてご説明いただきました。

　講演では、特に「顧客本位の業務運営」にスポットを当て、「外貨建保険などの
販売時の分かりやすい情報提供」と「一般乗合代理店に対するインセンティブ報
酬」について詳細なご説明をいただきました。
　外貨建保険・年金をめぐる動向としては、近年、その保有件数が増加する中、
苦情件数も増加している点に触れ、「募集資料の不備や説明不足等から、顧客に
元本割れリスクがあることが理解されず、苦情が発生している」「銀行窓販にお
いて、顧客が積立利率（支払保険料から契約初期費用を控除した積立金等に適用
される利回り）を実質的な運用利回りと誤認しているおそれがある」等の課題指
摘をいただきました。その上で、今後の金融庁の対応として、保険会社との間で
「顧客にとって他の貯蓄性金融商品との比較がしやすい環境整備をはかってい
る銀行と取引しているか」「取引銀行の販売実態をしっかりと把握しているか」
といった観点から対話をしていくとの方向性をお示しいただきました。
　一般乗合代理店に対するインセンティブ報酬については、「販売量に重点を

置いた手数料体系
となっていること
が、乗合代理店に課
せられている比較
推奨販売をゆがめ
ているのではない
か」との課題認識を
呈されました。その
上で、「顧客に合理
的に説明できる代
理店手数料の見直
しや開示の取組み
を進める後押しをすること」を、金融行政の今後の課題として挙げられました。
　講演の最後には、「営業職員のみなさんには、お客さまお一人おひとりに寄り
添った活動を引き続き力強く進めて欲しい」「生保各社には、長い時間をかけて
培ってきた営業職員チャネルによる顧客本位のサービスを、他チャネルに波及
させるべく取り組んでいって欲しい」とのメッセージを頂戴しました。また、「こ
れらのことを総合的に推進していくことが、生保産業全体の発展につながる」と
の認識をお示しいただき、単位組合の委員長方とともに共有をはかりました。
　生保労連では、いただいた貴重な課題指摘、アドバイスを踏まえ、引き続き
Ｕ＆Ｕネットワーク等を通じた消費者との対話も重ねながら、ベストアドバイ
ザー活動を推進していきます。今後とも、お客さまに寄り添った活動を実践す
ることで、「顧客本位の業務運営」を徹底していきましょう。

お客さまの立場に立った営業活動のさらなる推進・徹底を!
～金融サービスの向上に向けた金融行政方針を共有～

１．顧客本位の業務運営
（１）外貨建保険等の販売時の分かりやすい情報提供
　（２）一般乗合代理店に対するインセンティブ報酬
２．保険会社を取り巻くリスク等に関するモニタリング
（１） 経済価値ベースの資産・負債評価の考え方を取り

入れたモニタリング
　（２）資産運用

変革期における金融サービスの向上に向けて
～金融行政のこれまでの実践と今後の方針～

講演の主な内容

▲「金融行政方針」等を説明する横尾課長

次年度は、営業職員に今後一層求められる役
割・機能や、採用・育成・教育問題をはじめ

とした営業職員体制が抱える課題、取組みの方向性等を検討するため、
「営業職員体制に関するプロジェクト」を5年ぶりに設置する。具体的に
は、これまでの生保労連の提言・取組み等を振り返りつつ、営業職員体
制が抱える現下の課題、例えば、中長期的に見て営業職員数・採用数は
減少傾向にあること、在籍率は中長期的には改善傾向にはあるものの、
依然として十分な水準となっていないこと等の整理・洗い出し、原因
の分析等を行う。また、募集・採用環境等、営業職員体制を取り巻く環
境が変化する中、各社の課題や対応等について共有をはかりつつ、AI、
IoT等の技術革新が営業職員の日々の活動や働き方、商品・サービスに
与える影響等についても視野に入れ、総合的な視点から、まさに「営業
職員体制の将来」を見据えた研究・検討をしていく。

多くの組合で前向きな回答を引き出すことが
できたのは、情勢が大きく変化する中、業界

情勢を例年以上に精緻に分析したことで、生保産業全体としては、内部
留保の積み上げが進むとともに、契約者への配当も充実がはかられてき
ているなど、従業員への還元、すなわち「人への投資」を行う環境は整っ
てきていると判断できたこと、そして、各組合が経営に対し、「統一要求
基準」を踏まえ、その「人への投資」を積極的に求め、粘り強い交渉を展開
した成果であると考えている。
　2020春闘においても成果獲得をねらうべく、各種情勢のタイムリー
かつ精緻な把握に努めるとともに、この「人への投資」についてはさらな
る定着・浸透をはかる観点から、社会的要請にもなっている「生産性向上」
の観点からも検討を行うことを通じて、各組合の要求実現に向けたお取
組みの後押しをしていきたいと考えている。

「営業職員体制の発展・強化の取組み」における、
「採用・育成・教育問題への取組み」について、「こ
れまでの提言・取組みを振り返りつつ、今日的な
観点から検討を行う必要がある」との報告があっ
たが、もう少し詳しい説明をお願いしたい。加え
て、今後、検討していくのであれば、営業職員体
制の将来を見据えた研究・検討をお願いしたい。

2019春闘は、難しい情勢下での交渉となっ
たが、その中で、多くの組合が「年間総収入の
向上」につながる前向きな回答を引き出すこと
ができた背景について、どのようにお考えか。
また、2020春闘に向けてどのような取組み
を展開していこうと考えているのか、教えて
ほしい。

▲マニュライフ労組
　小林代議員

▲フィナンシャル労組
　土屋代議員

営業職員関連 内勤職員関連
Q. Q.

A. A.

「2019春闘の成果と課題」に関する質問

「男女共同参画」に関する質問

  　 生保労連で取りまとめた、「『一般職』『旧一般職』のキャリア・働き方に関する研究」を通じて、浮き彫りになった課題や解決の
方向性などについて、ポイントを教えてほしい。

▲日本労組　
　平代議員

Q.

 ペーパーレス化やAI・RPA等の活用等により、事務業務の削減・効率化が進む中、「一般職」と「総合職」との職種統合や、事
務業務から「営業関連業務」へのシフト、事務業務のさらなる高度化が求められるなどの動きが顕著となっている。そうした
中、「能力向上・キャリア形成機会の不足」、「処遇への不満」といった制度面での課題に加え、「求められる役割や期待が不明
確」、「一般職のみなさん自身の新たな職務への不安や抵抗感」といった課題がある。こうした状況を解決していくため、「４つ
の方向性」を整理した。①一般職の活躍に関する経営方針の確立と周知徹底、②活躍・チャレンジできる労働条件・労働環境
の整備、③上司・管理職を通じた役割・期待の明確化、不安の解消、④本人によるキャリアビジョンの策定・明確化の４つで
ある。課題の解決に向けては、経営、労働組合、「一般職」のみなさん、それぞれの役割発揮と相互理解のうえで取組みを進め
ていくことが大切である。生保労連では内勤職員委員会や男女共同参画推進委員会での意見交換を通じて、取組みのフォロー
と後押しをしていきたい。
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減少傾向にあること、在籍率は中長期的には改善傾向にはあるものの、減少傾向にあること、在籍率は中長期的には改善傾向にはあるものの、減少傾向にあること、在籍率は中長期的には改善傾向にはあるものの、
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「営業職員体制の発展・強化の取組み」における、「営業職員体制の発展・強化の取組み」における、「営業職員体制の発展・強化の取組み」における、
「採用・育成・教育問題への取組み」について、「こ「採用・育成・教育問題への取組み」について、「こ「採用・育成・教育問題への取組み」について、「こ
れまでの提言・取組みを振り返りつつ、今日的なれまでの提言・取組みを振り返りつつ、今日的なれまでの提言・取組みを振り返りつつ、今日的な
観点から検討を行う必要がある」との報告があっ観点から検討を行う必要がある」との報告があっ観点から検討を行う必要がある」との報告があっ
たが、もう少し詳しい説明をお願いしたい。加えたが、もう少し詳しい説明をお願いしたい。加えたが、もう少し詳しい説明をお願いしたい。加え
て、今後、検討していくのであれば、営業職員体て、今後、検討していくのであれば、営業職員体て、今後、検討していくのであれば、営業職員体
制の将来を見据えた研究・検討をお願いしたい。制の将来を見据えた研究・検討をお願いしたい。制の将来を見据えた研究・検討をお願いしたい。

▲▲▲マニュライフ労組マニュライフ労組マニュライフ労組
　小林代議員　小林代議員　小林代議員

営業職員関連営業職員関連営業職員関連
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AAA... 多くの組合で前向きな回答を引き出すことが多くの組合で前向きな回答を引き出すことが多くの組合で前向きな回答を引き出すことが
できたのは、情勢が大きく変化する中、業界できたのは、情勢が大きく変化する中、業界できたのは、情勢が大きく変化する中、業界

情勢を例年以上に精緻に分析したことで、生保産業全体としては、内部情勢を例年以上に精緻に分析したことで、生保産業全体としては、内部情勢を例年以上に精緻に分析したことで、生保産業全体としては、内部
留保の積み上げが進むとともに、契約者への配当も充実がはかられてき留保の積み上げが進むとともに、契約者への配当も充実がはかられてき留保の積み上げが進むとともに、契約者への配当も充実がはかられてき
ているなど、従業員への還元、すなわち「人への投資」を行う環境は整っているなど、従業員への還元、すなわち「人への投資」を行う環境は整っているなど、従業員への還元、すなわち「人への投資」を行う環境は整っ
てきていると判断できたこと、そして、各組合が経営に対し、「統一要求てきていると判断できたこと、そして、各組合が経営に対し、「統一要求てきていると判断できたこと、そして、各組合が経営に対し、「統一要求
基準」を踏まえ、その「人への投資」を積極的に求め、粘り強い交渉を展開基準」を踏まえ、その「人への投資」を積極的に求め、粘り強い交渉を展開基準」を踏まえ、その「人への投資」を積極的に求め、粘り強い交渉を展開
した成果であると考えている。した成果であると考えている。した成果であると考えている。
　2020春闘においても成果獲得をねらうべく、各種情勢のタイムリー　2020春闘においても成果獲得をねらうべく、各種情勢のタイムリー　2020春闘においても成果獲得をねらうべく、各種情勢のタイムリー
かつ精緻な把握に努めるとともに、この「人への投資」についてはさらなかつ精緻な把握に努めるとともに、この「人への投資」についてはさらなかつ精緻な把握に努めるとともに、この「人への投資」についてはさらな
る定着・浸透をはかる観点から、社会的要請にもなっている「生産性向上」る定着・浸透をはかる観点から、社会的要請にもなっている「生産性向上」る定着・浸透をはかる観点から、社会的要請にもなっている「生産性向上」
の観点からも検討を行うことを通じて、各組合の要求実現に向けたお取の観点からも検討を行うことを通じて、各組合の要求実現に向けたお取の観点からも検討を行うことを通じて、各組合の要求実現に向けたお取
組みの後押しをしていきたいと考えている。組みの後押しをしていきたいと考えている。組みの後押しをしていきたいと考えている。

2019春闘は、難しい情勢下での交渉となっ2019春闘は、難しい情勢下での交渉となっ2019春闘は、難しい情勢下での交渉となっ
たが、その中で、多くの組合が「年間総収入のたが、その中で、多くの組合が「年間総収入のたが、その中で、多くの組合が「年間総収入の
向上」につながる前向きな回答を引き出すこと向上」につながる前向きな回答を引き出すこと向上」につながる前向きな回答を引き出すこと
ができた背景について、どのようにお考えか。ができた背景について、どのようにお考えか。ができた背景について、どのようにお考えか。
また、2020春闘に向けてどのような取組みまた、2020春闘に向けてどのような取組みまた、2020春闘に向けてどのような取組み
を展開していこうと考えているのか、教えてを展開していこうと考えているのか、教えてを展開していこうと考えているのか、教えて
ほしい。ほしい。ほしい。

▲▲▲フィナンシャル労組フィナンシャル労組フィナンシャル労組
　土屋代議員　土屋代議員　土屋代議員

内勤職員関連内勤職員関連内勤職員関連
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